
人口と世信
5月1日現在 ()内は対前年同月比

・人口 134，742人 (+ 1，801人)
[うち外国人958人]

男 66，852人 (+878人)
女 67，890人 (+923人)

・世帯 53，234世帯(+1 ，381世帯)
※住民基本台帳人口 ・世帯に外国人登録者
数・世帯数を加えた数値です。
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6
月
1
日
樹
、
手
賀
沼
ふ
れ
あ
い
ラ
イ
ン
沿
い
に
、
「
あ
び
こ
農
産
物
直
売
所
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

市
内
の
農
家
の
皆
さ
ん
が
生
産
し
た
安
心
・
安
全
・
新
鮮
な
旬
の
農
産
物
と
、
農
産
物
を
使
っ
た
加
工
品

が
毎
日
庖
頭
に
並
び
ま
す
。
同
じ
種
類
の
野
菜
で
も
作
る
農
家
が
違
え
ば
味
も
異
な
り
ま
す
。
新
鮮
な
農

産
物
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
こ
の
直
売
所
は
、
将
来
、
農
業
拠
点
施
設
を
整
備
す
る
た
め
の
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
(市
場
の
動
向
を
調
査
す
る
た
め
の
庖
)
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

6
月
1
日

か
ら
3
日
間
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け
下
さ
い
。

※
6
月
1
日
は
セ
レ
モ
ニ
ー
後
開
庖
。

場
所
我
孫
子
新
田
辺
の
4
(
ア
ピ

ス
タ
か
ら
柏
方
面
へ
約
6
0
0
m
先、

駐
車
場
お
台
)
〈
下
回
参
照
〉

固
農
政
課
・
内
線
5
1
3
、
あ
ゆ

み
の
衆
荘
宮
7
1
8
3
・
1
1
3
0

あ
び
こ
農
産
物
直
売
所

開
庖
日
時
午
前
日
時
か
ら
午
後
6

時
(
ロ
月
か
ら
3
月
は
午
後
5
時
ま

で
)
、
定
休
日
は
毎
週
水
曜
日
(
祝

日
の
場
合
は
開
庖
)
・
年
末
年
始

あぴこ麗産物直売所マップ

あぴこ型「地産地消J推進協議
会と市農業青壮年会議では、市全
域の農産物直売所マップ(写真)
を作成しています。マ、ソプには42

力所の農家などの直売所が掲載さ
れています。
このマ、ソプは、市役所農院患で

配布しているほか、 「あぴこ農産
物直静~J でも配布する予定です。
固農醍，.内線513

企週末巴?ビスタで行われている野菜即売会。 6月か
ら、この聞売会巴かわり Iあぴこ農産物直売所jで、
新鮮な野菜を販売します。
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産
一

0
6月
1
日
樹
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
農
一

こ
一柏

レ
モ
-
丁
、
じ
ゃ
が
パ
タ
1
の
実
演
ぴ
一
北

販
売
、
あ
げ
も
ち
の
販
売
ほ
か
喝
一
+

@
6月
2
日
出
豚
汁
、
焼
き
そ
ば
、

可

赤
飯
の
実
演
販
売
ほ
か

0
6月
3
日
嗣
も
ち
つ
き
の
実
演

販
売
ほ
か

-
プ
レ
ゼ
ン
ト
紅
白
餅

(
各
目
先

着
5
0
0
人
)
、
風
船
(
各
日
先
着

1
0
0
人
)

※
イ
ベ
ン
ト
内
容
は
、
天
候
な
ど
に

よ
り
変
更
・
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

あ
び
こ
型

「
地
産
地
消
」
を
推
進

市
長

星
野
順
一
郎

を
求
め
る
声
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
市
は
、
農
業
関
係
者
な

ど
と
協
力
し
、
あ
ぴ
こ
型
「
地
産

地
消
」
を
推
進
す
る
場
と
し
て
の

「
あ
ぴ
こ
農
産
物
直
売
所
」
を
オ

ー
プ
ン
し
ま
す
。
こ
の
直
売
所
を

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
位
置

づ
け
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ニ

l
ズ

調
査
を
行
い
、
農
業
拠
点
施
設
の

整
備
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

昔
は
、
流
通
が
現
代
ほ
ど
発
達
し

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
私
た
ち
は

当
た
り
前
の
よ
う
に
、
地
元
で
と

れ
た
農
産
物
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。

今
で
は
食
生
活
が
変
化
し
、
食

材
の
多
様
化
も
進
み
、
家
族
の
健

康
を
守
る
た
め
の
安
全
で
安
心
な

農
産
物
を
選
択
す
る
力
が
、
必
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
環
境
に
や
さ
し
い
農
業

企完成間近の Iあぴこ農産物
直売所j

企シンボルマーク
「チャレJくん

子
ど
も
の
自
立
性
・
自
主
性
・
協

調
性
・
忍
耐
力
な
ど
を
つ
ち
か
う
こ

と
を
目
的
に
、
決
め
ら
れ
た
ル
1
ル

を
守
り
な
が
ら
、

7
名
の
男
女
別
の

班
で
、
お
も
に
徒
歩
で
ゴ
l
ル
を
目

指
し
ま
す
。

今
年
の
日
程
は
4
泊
5
日
。
宿
泊

場
所
は
基
本
的
に
野
外
泊
で
、
自
分

た
ち
で
交
渉
し
ま
す
。

期
間
中
は
遊
ぴ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
的
学

習
に
も
積
極
的
に
挑
戦
し
ま
す
。

各
班
に
は
、
子
ど
も
の
安
全
を
守

る
た
め
に
、
研
修
を
受
け
た
大
人

(
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
)
が
1
名
、
全
行

程
に
同
行
し
ま
す
。

日
程

8
月
辺
日
制
か
ら
お
日
側

(
4泊
5
日
)

-
ス
タ
ー
ト
:
・
次
の
①
か
ら
③
の
い

募集説明会
1回目・5月19日出午前10時、アビスタ

2回目…6月3日旧)午後1時、湖jじ地区公民館

※申し込みは不要。直接会場へお越しください。

※募集説明会に参加しなくても申し込みはできます。

女参加者研修会は7月1日側、 7月16日側、 10月

14日(日)を予定しています。

ず
れ
か
を
抽
選
な
ど
で
決
定

①
筑
波
山
神
社
駐
車
場

②
旧
筑
液
鉄
道
筑
液
駅

③
平
沢
官
街
遺
跡

-
ゴ
l
ル
:
・
ア
ピ
ス
タ

対
象
市
内
在
住
ま
た
は
在
学
で
、

平
成
3
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
9

年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
方
で
、

参
加
者
研
修
会
に
参
加
で
き
る
方

※
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
に
よ
り
、

参
加
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

募
集
人
員
男
女
必
人

参
加
費

6
4
0
0
円

※
生
活
費
3
0
0
0
円
は
別
途
。

主
催
我
孫
子
市

圃

A
B
I
K
O
チ
ャ
レ
ン
ジ
・

ウ
オ
1
ク
2
0
0
7
実
行
委
員
会

事
務
局
(
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
内
)
宮
7
1
8
5
・
1
6
0
4

申し込み方法
ハガキまたはEメールで住所、本人と保護者の氏

名、電話番号、本人の性別、学校名・学年を明記し、

6月8日必着で〒270・1166我孫子1684教育委員会

社会教育課EメーJlIsyakailくyouilくu@city.abilくo.chi
ba.jpまたは直接持参

※過去の参加者も鴎できますが、応募者多数の場合

は、初めての方を優先し、男女・学年・住所別に分け

て、 6月12日側午後5問、教育委員会で公開抽選。

産
物
直
富
岡
町
が

6
目
1
日
オ
ー
ブ
ン

てしざめを実現の社会yレクイサ
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造
改
革
特
区
と
地
域
再
生
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地
域
の
再
生
を
図
る
制
度
と
し
て
、

構
造
改
革
特
別
区
域
(
特
区
)
制
度

と
地
域
再
生
制
度
が
あ
り
ま
す
。

特
区
は
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
、

教
育
、
研
究
開
発
、
農
業
、
福
祉
な

ど
の
分
野
で
、
法
令
で
禁
止
・
制
限

さ
れ
て
い
る
も
の
を
緩
和
す
る
規
制

改
革
に
よ
り
地
域
を
活
性
化
す
る
も

の
で
す
。

地
域
再
生
制
度
は
、
右
記
の
分
野

を
規
制
改
革
以
外
で
、
地
域
を
活
性

化
す
る
も
の
で
す
。

壇
坦
改
革
特
区
と
地
域
再
生
を

活
用
し
た
国
へ
の
提
案

国
の
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
に
関
す
る

規
制
改
革
や
地
域
再
生
に
関
す
る
施

策
の
改
善
に
つ
い
て
、
だ
れ
で
も
、

~ 

直
接
、
固
に
対
し
て
ア
イ
デ
ア
を
提

案
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
比

(
2
0
0
2
)
年
7
月
の

第
1
次
か
ら
昨
年
叩
月
の
第
叩
次
ま

で
の
募
集
で
は
、
全
国
か
ら
4
5
4

2
件
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
で
は
、
引
き
続
き
平
成
四

(
2

0
0
7
)
年
度
の
提
案
を
受
け
付
け

ま
す
。
募
集
後
、
国
は
関
係
省
庁
と

協
議
し
実
施
が
決
定
さ
れ
た
提
案
は
、

関
係
法
令
な
ど
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

募
集
期
間
特
区
と
地
域
再
生
制
度

い
ず
れ
の
提
案
も
6
月
1
日
か
ら
却

日
の
正
午
ま
で

募
集
要
領

首
相
官
邸

・
構
造
改
革

特
別
区
域
推
進
本
部
の
ホ
1
ム
ペ
ー

ジ
宮
菅
¥
¥
若
者
毛

-
w
g
g
G
0・
号
¥

我
孫
子
市
選
挙
区
の
県
議
会
議
員

い

ま

い

ま

さ

る

は

な

ぎ

さ

ひ

ろ

さ

今
井
勝
氏
・
花
崎
広
毅
氏
が
当
選

4
月
8
日
に
行
わ
れ
た
千
葉
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
で
、
我
孫
子

市
選
挙
区
の
県
議
会
議
員
に
、
今
井
勝
氏
(
印
歳
)
、
花
崎
広
毅
氏

(
却
歳
)
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

怠第 1189号

4
月
初
日
よ
り
千
葉
県
議
会
議

員
と
し
て
職
貨
を
担
っ
て
ま
い
り

ま
す
今
井
勝
で
す
。

我
孫
子
市
民
の
声
を
良
く
聴
き

県
に
訴
え
届
け
、
県
政
と
市
を
結

ぶ
強
い
つ
な
ぎ
役
と
し
て
責
任
あ

る
行
動
を
と
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
支
慢
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

勝氏

企花崎広毅氏

企今井

し
が
ら
み
・
利
権
を
一
掃
し
、

行
財
政
改
革
、
議
会
改
革
を
進
め
、

「
ス
リ
ム
で
身
近
な
県
政
」
と
「
自

立
し
た
分
権
社
会
」
の
確
立
を
目

指
し
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
力
を

高
め
、
我
孫
子
の
自
然
・
歴
史
・

文
化
を
存
分
に
活
か
し
た
地
域
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

号
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v
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Z
E
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
市
ホ

ー
ム
ペ

1
ジ
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま

す。構
造
改
革
特
区
と
地
域
再
生
を

活
用
し
た
市
へ
の
提
案

固
に
対
し
て
行
わ
れ
た
提
案
の
う

ち
、
法
令
の
改
正
に
よ
り
す
で
に
実

施
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
特
区
や

地
域
再
生
制
度
を
活
用
し
て
我
孫
子

市
で
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
事

業
者
(
個
人
も
含
む
)
は
、
市
に
計

画
案
を
提
案
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
提
案
が
市
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
か
ど
、
フ
か
を
判
断
し

て
、
国
へ
申
請
す
る
か
ど
、
?
か
を
決

め
ま
す
。
市
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

提
案
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

※
教
育
、
産
業
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、

特
区
や
地
域
再
生
制
度
を
活
用
し
た

事
業
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

平
成
日

(
2
0
0
3
)
年
か
ら
平

成
四

(
2
0
0
7
)
年
ま
で
に
誕
生

し
た
特
区
の
累
計
は
9
4
3
件
。
地

域
再
生
計
画
の
累
計
は
8
6
8
件
で

す
。
詳
し
く
は
、
首
相
官
邸
の
ホ
ー

ム
ペ

1
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

募
集
期
間
随
時
受
け
付
け

提
案
方
法
別
紙
に
①
提
案
者
の
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
③
提
案
目

的
、
③
活
用
す
る
構
造
改
革
特
区
(
特

定
事
業
)
や
地
域
再
生
の
た
め
の
支

援
策
、
④
事
業
内
容
を
明
記
し
、
〒
2

7
O
l
l
l
9
2
市
役
所
企
画
調
整

担
豆
一
一
(
住
所
省
略
可
)
へ
郵
送
ま
た

は
持
参

※
E
メ
l
ル同
o
z
g
@
2
Q
-白
E
W
0・

nEσ
ど
℃
で
の
提
案
も
可
。

圃
企
画
調
整
担
当
・
内
線
2
1
1

保健福紐サービスの
苦情解決制度

2006年度の利用状況

市
の
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情

解
決
制
度
は
、

①
保
健
福
祉
サ
ー
ビ

ス
調
整
委
員
(
オ
ン
ブ
ズ
パ
1
ソ
ン
)

に
よ
る
解
決
、
②
保
健
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
各
担
当
課
・
施
設
に

よ
る
解
決
、
③
福
祉
総
合
相
談
室
に

よ
る
解
決
の
3
種
類
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
2
0
0
1
年
度
に
始

ま
り
、
こ
れ
ま
で
に
5
件
の
申
し
出

が
あ
り
ま
し
た
(
左
表
参
照
)
。

2
0
0
6
年
度
は
、
苦
情
解
決
制

度
の
利
用
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

申
し
出
に
は
迅
速
に
対
応
し
ま
す
の

で
、
市
が
提
供
す
る
保
健
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
苦
情
や
不
満
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
各
担
当
課
・
施
設
ま
た
は

福
祉
総
合
相
談
室
(
オ
ン
ブ
ズ
パ
l

ソ
ン
事
務
局
)
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

苦
情
や
不
満
、
要
望
な
ど
を
大
切
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
受
け
止
め
、
サ
ー
ビ

ス
の
改
善
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

圃
福
祉
総
合
相
談
室
・
内
線
3
9
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これまでの申出件数と対応

①の申し出…2件 (02、03年度巴各1件)

対応…謂整委員が申立者から意見の聞き取りゃ担

当課への謂査と審査を行い、結果を申立者に通知

するとともに、担当課へは検討すべき点などの意

見表明がありました。

この意見表明を受けて、担当課は保健福祉サー

ビスについて従来より利用しやすい方向に改善し

ました。

②の申し出… 1件 (02年度)
対応…制度について再検討を行い、助成対象者に

ついて年齢範囲を拡大しました。

③の申し出…2件 (01、03年度巴各1件)

対応…施設利用者への対応サービスの見直しゃ、

制度利用対象者の範囲を拡大しました。

地
区
計
画
区
域
内
の
生
け
垣
の

整
備
な
ど
に
補
助
金
を
交
付

地
区
計
画
制
度
と
は

地
区
計
画
制
度
は
、
ま
ち
づ
く
り

の
ル
l
ル
を
地
区
レ
ベ
ル
の
小
さ
な

単
位
で
定
め
る
こ
と
が
可
能
な
制
度

で
、
皆
さ
ん
に
最
も
身
近
な
ま
ち
づ

く
り
の
方
活
の
一
つ
で
す
。

町
丁
目
や
街
区
単
位
と
い
っ
た
小

さ
な
ま
と
ま
り
で
都
市
計
画
を
定
め
、

そ
の
地
区
だ
け
の
ま
ち
づ
く
り
を
可

能
に
し
ま
す
。

市
の
都
市
計
画
に
は
、
建
物
の
種

類
を
制
限
す
る
用
途
地
域
や
、
建
物

の
大
き
さ
を
制
限
す
る
建
ペ
い
率
・

容
積
率
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ル
l
ル

が
あ
り
ま
す
が
、
ど
れ
も
市
全
体
を

眺
め
た
も
の
で
、
そ
の
ル
l
ル
作
り

は
全
国
共
通
で
す
。

し
か
し
、
皆
さ
ん
が
住
み
、
働
き
、

憩
う
「
ま
ち
」
は
、
本
来
も
っ
と
身

近
な
地
区
単
位
で
の
ま
と
ま
り
で
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
よ
っ
て
、

成
り
立
ち
も
、
め
ざ
す
将
来
の
ま
ち

の
姿
も
異
な
っ
て
い
ま
す
。

地
区
計
画
制
度
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
地
区
の
皆
さ
ん
が
め
ざ
す
将
来

像
や
、
特
性
に
応
じ
た
ま
ち
づ
く
り

が
可
能
に
な
り
ま
す
。

市
内
に
は

8
地
区
に
地
区
ー
-

計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

っ
く
し
野
西
地
区
、
つ
く
し
野
5

丁
目
地
区
、
つ
く
し
野
北
地
区
、
高

野
山
宮
脇
地
区
、
新
木
駅
南
側
地
区
、

高
野
山
東
地
区
、
緑
1
丁
目
地
区
、

布
佐
駅
南
側
地
区

線
量
か
な
ま
ち
な
み
の
実
現
、
防

災
性
・
防
犯
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、

地
区
計
画
の
区
域
内
で
、
既
存
の
塀

な
ど
の
撤
去
を
行
い
、
補
助
基
準
に

沿
っ
た
生
け
垣
な
ど
の
設
置
、
オ
ー

プ
ン
外
構
の
設
置
を
行
、
つ
方
に
対
し

て
、
平
成
四

(
2
0
0
7
)
年
度
予

算
の
範
囲
内
で
補
助
金
の
交
付
を
行

い
ま
す
。

補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
た
め
に

は
、
事
前
に
申
請
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
都
市
計
画
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

圃
都
市
計
画
課
・
内
線
5
9
3

春季行政相談強調週間
5月21日(月)-..5月27日(日)

行政相談制度は、年金、医療保険、労働災害、登記事務、道路、窓口サービスなど国の行

政機関や特殊法人の仕事について、「こうして欲しいJi苦情を申し出たが、説明に納得がい

かない」といった皆さんの意見や要望をお聞きし、問題の解決や要望の実現をめざすものです。
O行政相談は毎月第4木曜日

市では毎月第4木曜日に、行政相談委員による行政相談を行っています。費用は無料で、

秘密は厳守されます。
日時・蝿所 5月24日開午前10時から正午、市民相談室(市概本庁2階)
相談委員重組恵J美子さん、組本新子さん、酒井正宣さん(総務大臣から委嘱)
oインタ一平、ソ卜でも相談を

総務省千葉行政評価事務所では、電話、ファクス、インターネッ トで相談を受けています。

連絡先電話(行政相談苦情 110番)…00570・090110、ファクス…開043・246・9829、
ホームページ・..h口p://www.soumu.go.jp/kanku/kanto/chiba.html 
固秘志知7185-1714

6月1日(金)は人権擁護委員の日

全国一斉に特設人権相談所を開設

全国人権擁護委員連合会では、 6月1日を「人権擁護委員の日Jと定め、「育
てよう一人一人の人権意識~思いやりの心-かけがえのない命を大切にJを
重点目標に、基本的人権の擁護と人権思想の普及などの活動を行っています。
今年も、「人権擁護委員の日Jに、全国一斉に特設人権相談所カ澗設されます。

我張子市でも、法務大臣が委嘱した人権擁護委員による特設人権相談所を開設

します。
また、この日以外にも、毎月第4木曜日に市餅西別館2階相談室で開設

しています。相談は無料で、秘密は固く守られますので、気軽にご相談くだ

さい。
。特設人権相談

日時・蝿所 6月1日幽午前 10時から午後3時、市概西別館2階相談室
申し込み・固電話で生活支援諜・内線377

市役所の代表電話番号n7185-1111 市ホームページのア ドレスhttp://www.city.abiko.chiba.jp図 は fあびこ楽校jの事業です。
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業委員会委畳
無按票で決定

任
期
満
了
に
伴
、
っ
農
業
委
員
会
委

員
一
般
選
挙
は、

4
月
日
日
制
に
立

候
補
の
受
け
付
け
が
行
わ
れ、

告数

日
人
に
対
し
て
、
比
人
の
立
候
補
が

あ
り
ま
し
た。

こ
の
た
め
選
挙
は
行
わ
れ
ず
、
4

月
U
A

日

ωに
開
催
さ
れ
た
選
挙
会
で
、

左
表
の
方
々
の
当
選
が
確
定
し
ま
し

た。任
期

平
成
辺

(2
0
1
0
)
年
4

月
お
固
ま
で

圃

選
挙
管
理
委
員
会

・
内
線
3
4

5
 

地

古戸

久寺家

布佐酉町

布佐

日秀

浅間前新田

古戸

中峠

柴崎

中峠

開発戸

新木

中峠

布佐

区

v農業委員会委員

氏名

染谷智一郎

日暮康夫

三須清一

新堀政夫

増田伊佐男

棋井 均

阿曽敏夫

飯塚 優

清田幸雄

渡漫陽一郎

渡遺光雄

小川久喜

大野木奥治

遠藤知宏

※届出順。

~ -.. ti 怠

消
防
団
の
役
員

市
内
に
は、

6
方
面
担
分
団
の
分

団
が
あ
り
ま
す。

現
在
2
6
6
人
の
消
防
団
員
が
、

「自
分
た
ち
の
住
む
街
は、

自
分
た

消
防
団
員
は
い
ざ
災
害
が
発
生
す

る
と
、

消
防
職
員
と
と
も
に
市
民
の

皆
さ
ん
の
生
命
や
財
産
を
守
り
ま
す。

消
防
団
で
は、

随
時
団
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
入
団
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
地
域
の
消
防
団
か
消
防
本
部

瞥
防
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象

市
内
在
住
の
四
歳
以
上
の
男

女
で
健
康
な
方

圃

響
防
課
宮
7
1
8
1
・
7
7
0

唱

i

• 

分
団
長
を
紹
介

ち
が
守
る
」
と
い
う
精
神
の
も
と
、

地
域
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
操

法
訓
練
や
水
防
演
習
、
火
災
予
防
の

啓
発
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す。

職 名 氏名 主な受け持ち区域

団 長 飯田和行 一
副 団 長 大星久雄 一

団 ~ 吉田喜一郎 一
本 ~ 飯尾利雄 一部

第1方面隊長 鈴木 誠 第 1-4分団役
員 第2方面隊長 岡田信之 第 5-7分団

第3方面隊長 坂本 忠 第 8-10分団

第4方面隊長 千潰 忠 第11-13分団

第5方面隊長 田口寿美雄 第14-17分団

第6方面隊長 杉山正雄 第18-21分団

第
第1分団長 木川恵一 本町、白山、つくし野

第2分団長 鈴木丈洋 栄、寿、泉、並木、若松
方

第3分団長 大井功三 柴崎、柴崎台、並木面

第4分団長 岩内謙司 青山、 青山台、下ケ戸

第 第5分団長 梅奇直史 下ケ戸、東我孫子、天王台
2 第6分団長 染奇 武 岡発戸、都部、湖北台方
面 第7分団長 鈴木裕一 高野山、天王台、我孫子

第 第8分団長 風間悟志 根戸、台田、つくし野
3 第9分団長 飯田隆之 久寺家、つくし野方
面 第10分団長 中野義明 布施、久寺家

第 第11分団長 中村正樹 中峠、中峠台、湖北台
4 第12分団長 今井 豊 中峠方
面 第13分団長 奇津誠仁 中里、湖北台

第
第14分団長 染奇智毅 古戸、中峠

5 第15分団長 大昔 稔 日秀、日秀新田
方

第16分団長 田口和彦 新木、日秀面

第17分団長 高橋一広 新木、新木野

第
第18分団長 野口忠司 布佐、江蔵地、新木野

6 第19分団長 飯塚 誠 布佐下、布佐平和台
方

第20分団長 伊藤泰彦 布佐、布佐1丁目面

第21分団長 岩井 同IJ 布佐、都、布佐酉町

....2007年度消防団の役員・分団長

平
成
凶

(2
0
0
7
)
年
6
月
5

日
か
ら
ポ
リ
オ
の
投
与
日
程
表
が
変

わ
り
ま
す。

日
程
表
左
表
参
照

(受
け
付
け
は
、

午
後
1
時
日
分
か
ら
2
時
日
分
)

場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

生
後
3
カ
月
か
ら
鈎
カ
月
未

満

持
参

予
診
票
、
母
子
健
康
手
帳
、

体
温
計

※
実
施
日
は、

誕
生
月
ご
と
に
あ
ら

か
じ
め
通
知
し
て
い
ま
す
が
、
お
子

さ
ん
の
体
調
不
良
、
予
防
接
種
と
の

間
隔
な
ど
で
、
指
定
日
に
実
施
で
き

な
い
場
合
は、

他
の
実
施
日
に
受
け

て
く
だ
さ
い
。

※
D
P
T
の
I
期
初
回
接
種
は、

3

か
ら
8
週
目
ま
で
の
間
隔
を
あ
け
て

3
回
接
種
(
で
き
る
だ
け
、
ポ
リ
オ

投
与
前
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
)
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す。

必
ず
8

週
ま
で
の
聞
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

圃

健
康
づ
く
り
支
按
課
(
保
健
セ

ン
タ
ー
)
宮
7
1
8
5
・1
1
2
6

1回目;を畳ける方

①平成19年4月10日平成時年10月生
@平成19年5月8日平成時年11月生

@平成19年6月5日 調整日

@平成19年9月4日 調整日
@平成19年9月18日平成時年12月生

@平成19年10月9日平成ゆ年 1月生
①平成19年11月6日平成ゆ年 2月生

@平成19年11月却日平成ゆ年 3月生
@平成19年12月11日平成ゆ年 4月生

⑪平成20年1月15日平成ゆ年 5月生

。平成20年2月5日平成ゆ年 6月生
⑫平成20年3月4日平成ゆ年 7月生

2回目;を畳ける方
平成19年1月9日に

平成19年4月17日
1回目を投与した方

平成19年2月6日に
平成19年5月15日

1回目を投与した方
平成19年3月6日に

平成19年6月12日
1回目を投与した方

平成19年9月11日①にー回目を投与した方
平成19年10月2日@にー回目を投与した方

平成19年10月16日 調整日

平成19年11月13日 調整日
平成19年12月4日@にー回目を設与した方

平成19年12月18日@にー回目を設与した方
平成20年1月22日①にー回目を設与した方

平成20年2月12日@にー回目を設与した方
平成20年3月11日@にー回目を設与した方

市民講師を募集

を
生
か
し
、

学
び
の
輸
を
地
域
に
広

げ
る
活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か。

「生
涯
学
習
出
前
講
座
」
は
、

市

民
の
皆
さ
ん
が
希
望
す
る
講
座
を
メ

ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
選
ぴ
、
講
師
が
皆

さ
ん
の
も
と
を
訪
れ
て
お
話
し
す
る

も
の
で
、
あ
ぴ
こ
楽
校
の
シ
ン
ボ
ル

事
業
の
ひ
と
つ
で
す
。

市
役
所
各
課
の
取
り
組
み
を
市
職

員
が
説
明
す
る

「
市
役
所
メ
ニ
ュ

ー
」
の
ほ
か
、
郵
便
局
の
職
員
な
ど

に
よ
る

「公
共
機
関
メ
ニ
ュ
ー
」、

市
民
の
方
が
自
ム
山
恥
か
っ
た
特
技
や
経

験
、
知
識
を
生
か
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
講
師
を
務
め
る
「
市
民
講
師
メ

ニ
ュ
ー
」
が
あ
り
ま
す。

活
動
日
時

申
し
込
み
者

・
団

体
が
希
望
す
る
日
時

活
動
場
所

申
込
者

・
団
体
が

希
望
し
確
保
し
た
会
場

活
動
内
容

生
涯
学
習
に
関
す

る
出
張
講
座
で
の
講
師

※
た
だ
し、

1
回
で
完
結
す
る
講
座

で
2
時
間
以
内
で
す
。
内
容
は
講
師

が
構
成
し
ま
す。

謝
金

な
し

(
た
だ
し
事
務
連
絡
費

と
し
て
1
回
5
0
0
円
)

申
し
込
み
・
圃

5
月
日
日
か
ら
電

話
で
随
時
受
け
付
け
、
あ
ぴ
こ
楽
校

協
議
会
事
務
局
(
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
担
当
)
宮
7
1
8
2
・
0
6

2
2
へ

※
登
録
は、

随
時
受
け
付
け
ま
す
が

メ
ニ
ュ
ー
表
の
改
正
は
原
則
年
1
回

で
す
。
平
成
四

(2
0
0
7
)
年
度

の
メ
ニ
ュ
ー
表
へ
の
登
録
締
め
切
り

は
5
月
白
日
で
す
。

E;g:Jfll"~J-

市民の皆さんが

「いつでも、どこで

も、なんでもJ学習
できるまちをめざし、

市では生涯学習に関

する事業を「あぴこ

楽枝Jと命名。

我孫子警察署からのお知らせ内閣総理大臣の書状を贈呈柏市・我孫子市共催

水ー防縞習 我孫子警察署管内では、昨年の1月27日の突通死亡事故の発生

を最後に、 4月22日で450日間突通死亡事故ゼロを達成しました。

県下警察署(空港署除く)では最長です。

さらに「突通死亡事故死者ゼロ500日達成 (6月11日)Jに向け

て「突通死亡事故抑止500日作戦Jをスローガンに、飲酒運転、信

号無視、スピード違反などの突通事故につながる悪質・館噴性の高

い突通違反や駐車違反に重点を置いた突通指導取織りを行います。

また、突通事故多発路韓のパトカーによるレνド走法や斐差点で

の街頭監視活動を強化します。

。寿の交番が閉鎖…平成19(2007)年4月1日で、寿突番カ咽鎖

され、 同地区は、我孫子駅前吏番の管轄となりました。寿斐番は今

後「寿警察官連絡所Jとなります。

圃我孫子警察署c7182-0110

先の大戦で、外地など(事変地の区域または

戦地の区域)に派遣され、戦時衛生勤務に従事

された旧日本赤十字社救護看護婦と旧陸海軍従

軍看護婦の方に、内閣総理大臣名の書状が贈ら

れます。

対象 「旧日本赤十字社救護看護婦Ji旧陸軍従

軍看護婦Jで、慰労給付金を受給していない方

請求期限平成21(2009)年3月31日

※請求用紙は、市役所生活支援諜(西別館2
階)にあります。

固総務省大臣官房管理室c03・5253・5182、

生活支援諜・内線377

相市と我弼子市の共催による水防演習が、消

防団員・消防職員、防災関係者など約500人が

参加して、利根川河川敷で行われます。

当日は、利根川増水を想定し、土のう作りを

はじめ、青竹を使って堤防の亀裂の拡大を防ぐ

「折り返し工法J、土のう積みにより堤防の漏水

を防ぐ「月U浦工法Jなどを行います。

日時 5月26日凶午前8閏30分から正午

場所相市布施地先利根川第一堤防(利根川運

動広場・新大利根橋有料道路下)(雨天実施)

固治水諜・内線557

災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)含7185但 1743防災行政無謀放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 ζ制帽(f;eぃ
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我
孫
子
市
の
特
性
を
生
か
し
た
農

業
振
興
の
た
め
に
、
農
業
の
専
門
家

だ
け
で
な
く、

消
費
者
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
た
め
に
、
農
業
振
興
協
議

会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す。

協
議
会
は、

農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
や
都
市
農
業
対
策
、
農
業
経
営

に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
農
業
を
振
興

す
る
た
め
の
施
策
を
協
議
し
ま
す。

募
集
人
員

2
人

応
募
資
格

市
内
在
住
の
お
歳
以
上

で
、農
業
振
興
に
関
心
が
あ
る
方
(
他

の
審
議
会
な
ど
の
委
員
に
委
嘱
さ
れ

て
い
る
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
)

選
考
方
法

選
考
委
員
会
に
よ
る
レ

ポ
ー
ト
審
査

開
催
回
数
必
要
に
応
じ
て
随
時

(
平
日
に
開
催
)

任
期

2
年

応
募
方
法
「
我
孫
子
市
の
特
性
を

生
か
し
た
農
業
振
興
策
に
つ
い
て
」

の
意
見
を
8
0
0
字
程
度
に
ま
と
め
、

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、

職
業
、
電
話
番
号
を
明
記
し、

5
月

白
日
必
着
で
〒
2
7
0
1
1
1
9
2

(
住
所
省
略
可
)
市
役
所
農
政
課
へ

郵
送
ま
た
は
持
参

圃

農
政
課
宮
7
1
8
5
・
1
4
8

-ー-~ 第 1189号

災害陪!とべットを保護する定め!と
ステンレス製リードとマイクロチップリーダーが寄贈

制千葉県獣医師会東葛支部我孫子地区

会様から、ステンレス製リード100本と

個体識別に有効なマイクロチップリーダ

ー(個体識別チップの読み取り機)1台

が寄贈されました。

これは、災害時に被災者と共に避難し

た犬や、逃げ出してしまった犬などを一

間的に保護するためのもので、ステンレス製リードは、市内の防災備蓄倉庫に、マイ

クロチップリーダーは保健センターに保管し活用していきます。

犬を飼っている家庭では、金属製のリードやゲージ、猫を飼っている家庭でも折り

たたみのゲージを準備するなど、災害時に備えて、日ごろからぺ、ソ卜の防災対策にも

心がけておきましよう。

圃市民安全室・内線295

臼第3固IJ¥掌生手工芸傭験按室
日時・蝿所 6月2日凶 .3日(日)、午前の部…午前10時30分から午後O時30分 午後の

部…午後1時から3時、市民プラザ

内容下表参照

参加費無料(材料費別途)

主催我課子市手工芸連盟、我弼子市教育委員会

申し込み ハガキ、電話、ファクスのいずれかで住折、 氏名、
学校名・学年、電話番号を5月25日必着で各講師ヘ(電話・ファクスは夜間のみ)

固我孫子市手工芸連盟・平尾ft7182・6988

保
護
者
の
た
め
の
思
春
期
講
座
で

は、

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境

を
知
り
、
子
ど
も
た
ち
が
発
す
る
サ

イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
育
法
な
ど
を
学

ぴ
ま
す
。
(
全
5
回
)

日
程
・
内
容

①
6
月
日
日
働

「子

供
の
成
長
と
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
」
講

師
:・
原
田
耕
平
さ
ん

(
大
学
教
授
)
、

②
6
月
勾
日
働

「
思
春
期
の
子
供
と

良
い
関
係
を
作
る
話
し
方
か
か
わ
り

方
1
」講
師
:・
石
井
い
ず
み
さ
ん
(臨

床
心
理
士
)
、
③
6
月
却
日
働

「家

庭
で
の
性
教
育
の
あ
り
方
」
講
師
:・

足
立
千
賀
子
さ
ん
(
助
産
師
)
、
④

7
月
6
日
働

「思
春
期
の
子
供
と
良

い
関
係
を
作
る
話
し
方
か
か
わ
り
方

2
」
講
師
:・
石
井
い
ず
み
さ
ん

(臨

日程 部門・作品 持参 材料費 定員 講師名・申し込み・固
七宝工芸

なし 500円 10人
荻野紀子'f270・1114新木野

(ストラップ) 3・2・10ft剛71邸側氾

午
語み物

なし 500円 10人
鈴木通子'f270・1165並木8・

6 前
(はし揖みブレスレット) 2・8合問7182-7佼刃

月 パンフラワー はさみ、おてふ
阿部乃里子〒270・1153緑1・

(軽量粘土で作るいちき、持ち帰るた 500円 10人
2 

ごの壁掛け) めの袋
11-9 ft剛7182・8556

日
皮革工芸 近蕗恵美T27ひ1137岡発戸

出 (ペンケース)
なし 500円 7人1222 ft剛7182・1778

午
粘土工芸 サランラップ、

後(ソフト粘土で作る おてふき、持ち 500円 10人関真由美〒270-1158船戸2・

キャンテ2イボトル) 帰るための小箱
20-12 ft剛7182・44ω

パッチワーク
なし 500円 10人小枝ひろ子T27ひ1108布佐平

午 (ヨーヨーキル卜) 和台4・4・17ft剛7186・0138

6 前 フランス車l鵬
なし 500円 5人宮崎佳子T27ひ1175青山台

月
(ハンカチ) 4・4・20ft剛7184・5446

3 和紙人形
なし 500円 10人緑川和子'f270・1144東我藤

(あじさい(女の子)) 子2・23・6ft側7184・印11
日午 1.5側位の平筆、
(同 後デコパージュ ボンド、水入れ、 杭邦子〒27ひ1173膏山台3ネ

(部屋の表札) ボロ布、工プロ
500円 8人

6ftW 7184・5737
ノ

包

保
護
者
の
だ
め
の
思
春
期
講
座

ち
ょ
っ
ぴ
り
ハ
ラ
ハ
ラ
中
学
生
コ
E
ス

床
心
理
士
)
、
⑤
7
月
日
日
働

「
そ

れ
っ
て

「い
じ
め
』
?
気
づ
く
こ
と

か
ら
始
め
よ
う
!」

講
師
:・
未
定

※
内
容

・
講
師
は
変
更
の
場
合
あ
り。

時
間
・
場
所

い
ず
れ
も
午
前
9
時

日
分
か
ら
日
時
却
分
、
ア
ピ
ス
タ

対
象
・
客
員
中
学
生
の
保
護
者
、

羽
人
(
応
募
者
多
数
時
は
抽
選
)

参
加
費

無
料

申
し
込
み

ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク

品
り
が
な

ス
で
、
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
お
子
さ
ん
の
学
年
を
明
記

し、

5
月
お
日
必
着
で
一
T
2
7
o
l

-
-
4
7
若
松
山却
の
4
我
孫
子
地
区

公
民
館
問
7
1
6
5
・
6
0
8
8
へ

圃

我
孫
子
地
区
公
民
館
8
7
1
8

2
・
0
5
1
1

臼チャレンジ講座

「健康さわやか教室Jの
参加者を募集

日
時

6
月
4
日
・
日
日

・回
目
、

7
月
2
日
、
8
月
初
日
、
9
月
3
日

の
い
ず
れ
も
月
曜
日
、
午
後
1
時
か

ら
2
時
初
分
(
受
け
付
け
は
午
後
O

時
却
分
か
ら
)

場
所

ア
ピ
ス
タ

内
容

①
健
康
チ
ェ
ッ
ク
(
血
圧
測

第14固手工芸連盟展を同時開催

日時・蝿所 6月2日出から4日側、 午前10聞から午後4時、市民プラサ・ギャラリー

内容手工芸連盟会員の作畠展示

定
)
、
②
健
康
体
操
(
筋
力
ア
ッ
プ
体

操
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
室
内
ウ
オ

l
キ
ン
グ
)
、③
健
康
教
育
(
栄
養
〈
試

食
あ
り
)
、
歯
科
衛
生
、
生
活
習
慣
病
、

メ
タ
ボ
リ
ツ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム、

運

動

・
身
体
活
動
に
つ
い
て
、
自
宅
で

で
き
る
体
操
な
ど
)

対
象
・
定
員

ω歳
か
ら

ω歳
代
の

市
内
在
住
の
方
、
先
着

ω人
(
全
回

参
加
で
き
る
方
)

※
受
講
経
験
の
あ
る
方
は、

ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

参
加
費

無
料

持
参

健
康
手
帳
(
持
っ
て
い
な
い

方
は
当
日
お
渡
し
し
ま
す
)
、
運
動

靴

(
室
内
用
)
タ
オ
ル、

パ
ス
タ
オ

ル
、
飲
み
物

※
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み
・
圃

電
話
で
健
康
づ
く

り
支
援
課
(
保
健
セ
ン
タ
ー
)
宮
7

1
8
5
・
1
1
2
6

リザイクル

家具バザー
失語症会話パートナー養成講座|こ参加し
ボランティア活動をしてみませんか

青年サークル「むぎの会JIこ
参加してみませんか

日時 5月27日間午前

10聞から11時

※家具抽選会は午前11

関5分(時間厳守)

場所ふれあい工房

(青山450)

※駐車場は、NEC(日

本電気)をご利用くだ

さい。

(園川い工離)
委員会ft7186・5500

内容 失語症についての知識と会話技術

の習得

対象・定員 市内でボランティア活動が

できる方、 15人(匠蕩者多数の場合は全

日程参加できる方を優先)

参加費無料

申し込み・固電話かファクスで住所、

氏名、電話番号を明記し6月1日までに

障害者福祉センターft7188-0141fAX 

7188-0242ヘ

失語症の方の地域活動を支援するため、

養成講座を行います。ぜひ、ご参加くだ

さい。

日時講習・7月5日.19日、8月9目、

9月6日.20日のいずれも木曜日午後1

時から4時実習..7月11目、25日、

8月1日.22日、9月12日のいずれも

水曜日午前9時30分から正午 (全10

固)

蝿所障害者福祉センター

日時・蝿所 5月27日(日)午前10時から午後3時
(以降は奇数月の第4日曜日に開催、年6固を予定)、

障害者支援施設あらき園

内容 職場での出来事などの話し合い、レクリ工ーシ

ョンなどの活動を過した会員同士の吏涜

対象 市内在住の18旗以上の障害を持つ方で、 競労し

ているか、 獄労を希望し会場まで1人で来ることができ

る方(特別支援学校、福祉作業所、福祉施設の所属者を

除く)

参加費無料(昼食代、突通費は名自負担)

申し込み・固電話であらき園・薮野ft?188・4188ヘ

市役所の代表電話番号n7185-1111 市ホームページのアドレスhttp://www.city.abiko.chiba.jp図はfあびこ楽校jの事業です。
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包

国
際
交
流

講
演
会

胡
暁
子
さ
ん
『
日
本
人
へ
の
提
言
』

日
本
人
女
性
と
し
て
国
際
結
婚
し
、

母
と
し
て
、
人
間
と
し
て
、
国
際
人

と
し
て
液
乱
万
丈
の
人
生
を
生
き
抜

い
た
胡
(
オ
1
)
暁
子
さ
ん
(
写
真
)

が
、
現
代
の
日
本
人
に
直
一
冨
:
:
:
。

日
時

6
月
日
日
側
午
後
1
時
か
ら

3
時

場
所

ア
ビ
ス
タ

-ー-.. ti 事(5) 2007.5.16 

281 島近なとり

セグ回包辛巴クイ

定

員

先

着
1
2
0
人

(
5
月
日
日

か
ら
ア
ビ
ス
タ
2
階
事
務
室
と
A
I

R
A
事
務
局
で
整
理
券
を
配
布
)

参
加
費
無
料

主
催
あ
ぴ
こ
楽
校
協
議
会
、
我
孫

子
市
国
際
交
流
協
会

(
A
I
R
A
)

圃
生
涯
学
習
担
当
宮
7
1
8
2
・

0
6
2
2
 

甜暁予さんのプロフィール…昭和

2年東京都生まれ。シンガポー

ル国籍。 32年前に出版した I国
際人へのパスポートjは、 50万

部のペストセラーとなる。 2004

年には I日本人が知らない日本の
姿jを刊行。

一
年
中
見
ら
れ
る
身
近
な
烏
の
中

で
も
世
界
的
に
見
た
ら
珍
し
い
日
本

固
有
の
鳥
、
そ
れ
が
セ
グ
ロ
セ
キ
レ

イ
で
す
。
体
長
は
幻
側
、
モ
ノ
ク
ロ

の
ツ
ー
ト
ン
カ
ラ
ー
に
長
い
尾
を
上

下
に
撮
っ
て
水
辺
だ
け
で
は
な
く
、

市
街
地
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
見
、
ハ
ク
セ
キ
レ
イ
と
見
分
け
が

つ
き
ま
せ
ん
が
、
顔
を
よ
く
見
る
と

全
体
的
に
黒
色
で
、
眼
の
上
だ
け
に

4
2
 

の友館!

)

 

閉

館
の

物

鳥

糟
以
前

文
』
川
げ

扶

芽

問

問

夏

久

田

大

寺

(スズメ目セキレイ科)

真写
文

震52号if白樺娠の
γ号室iカし一再現秘話j

我孫予の文化を守る会
文化講演会

A白樺派のカレーのランチヨ

ンマット

白
い
線
が
入
っ
て
い
る
の
が
セ
グ

ロ
セ
キ
レ
イ
で
す
。
主
に
昆
虫
食

で
地
上
を
歩
き
な
が
ら
採
餌
し
ま

す
が
、
時
に
は
飛
ん
で
来
る
虫
を

フ
ラ
イ
ン
グ
キ
ャ
ッ
チ
す
る
芸
当

も
見
せ
ま
す
。

奈
良
時
代
は

「
穂
鵠
(
つ

つ
)
」、

室
町
時
代
は
音
読
み
で

「穂
鵠
(
せ
き
れ
い
)
」
と
呼
ば

れ
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
セ

キ
レ
イ
類
を
区
別
し
て
呼
ぶ
よ
う

に
な
り
、

「背
黒
穂
鵠
(
せ
ぐ
ろ

せ
き
れ
い
)
」
に
な
り
ま
し
た
。

鳴
き
声
は
ハ
ク
セ
キ
レ
イ
の
澄

ん
だ
「
チ
チ
ン
、
チ
チ
ン
」
と
は

違
い
、
濁
っ
た

「ジ
ジ
ッ
、
ジ
ジ

ツ
」
と
鳴
き
ま
す
。
し
か
し
今
は

春
、
電
線
や
建
物
の
て
っ
ぺ
ん
に

と
ま
っ
て
、
セ
グ
ロ
セ
キ
レ
イ
も

き
れ
い
な
澄
ん
だ
声
で
さ
え
ず
り

容
乞
探
し
て
い
ま
す
。

宗
悦
の
喪
で
声
楽
家
の
兼
子
さ
ん
が
、

白
樺
派
の
文
人
た
ち
に
ふ
る
ま
っ
た

カ
レ
1
の
味
を
再
現
す
る
ま
で
の
苦

心
談
と
試
食
会

講
師
石
戸
孝
幸
さ
ん
(
我
孫
子
に

文
学
カ
レ
ー
を
作
る
会
副
会
長
)

定
員
当
日
先
着
1
0
0
人
(
事
前

申
し
込
み
不
要
)

参
加
費

3
0
0
円
(
カ
レ
1
試
食

代
)

圃
我
孫
子
の
文
化
を
守
る
会
・
藤

井
君
0
9
0
・
6
0
3
4
・
9
1
4

9
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‘・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-
第1号庖は我頚子町南口にあ

るレストラン 「ランコントルJ
に決まりました。 6月から湖北
台の 「タ二ヤJでも始まります。
白樺派のカレーについてのお

問い合わせは 「我孫子に文学カ

レーを作る会J事務局ft7181
-7770ヘ

湖
北
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

日
時

5
月
初
日
冊
午
後
1
時
開
演

(
0
時
加
分
間
場
)

場
所
湖
北
地
区
公
民
館
(
全
席
自

由
)

内

容

地

域
に
密
着
し
て
初
年
を
迎

え
た
音
楽
会
で
今
年
は
口
団
体
が
出

演
。
合
唱
、
独
唱
、
管
弦
楽
な
ど
多

彩
な
音
楽
を
楽
し
め
ま
す
。

曲
目

未
完
成
交
響
曲
第
一
楽
章

(
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
)
、
箱
根
入
阜
、

ラ
シ
l
ヌ
の
雅
歌
、
昂
、
マ
イ
ウ
ェ

イ
、
歌
に
生
き
・
恋
に
生
き
、
さ
く

ら
横
丁
、
無
縁
坂
、

ω
日ニ。

〉

m
ω
5ほ
か

出
演
者
混
声
合
唱
:
・
あ
ぴ
こ
少
年

少
女
合
唱
団
、
我
孫
子
市
民
合
唱
団
、

コ
1
ル
・
ヴ
オ
ン
ネ
、
ア
ン
サ
ン
ブ

水
生
纏
物
の
育
成
状
況
を
調
べ
て

流
域
地
図
を
作
ろ
う

間
関

沼
水
草
探
検
隊
の
参
加
者
を
国
圃

手
賀
沼
水
草
探
検
隊
は
、
手
賀
沼

流
域
を
歩
き
、
流
域
内
の
水
生
植
物

の
育
成
状
況
を
調
べ
て
流
域
地
図
を

作
成
し
、
ガ
シ
ャ
モ
ク
墨
親
制
度
で

増
や
し
た
ガ
シ
ャ
モ
ク
首
を
植
え
戻

す
候
補
地
の
選
定
を
行
い
ま
す
。

日
時
・
場
所
下
表
参
照

1
回
の

み
の
参
加
も
歓
迎
。

対
象
・
定
員
小
学
生
以
上
(
小
学

生
は
保
護
者
同
伴
)
、
各
回
初
人

(
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

持
参
弁
当
、
飲
み
物
、
帽
子
、
手

ぬ
ぐ
い
、
雨
具
、
筆
記
用
具

参
加
費
各
四
回
円
(
保
険
料
)

申
し
込
み

往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で
行
事
番
号
、
行
事
名
、
参

加
希
望
者
会
員
分
の
氏
名
・
郵
便
番

号
・
住
所
・
電
話
番
号
・
年
齢
(
学

年
)
を
明
記
し
、
〒
2
6
0
1
8
6

8
2千
葉
市
中
央
区
青
葉
町
9
5
5

の
2
千
葉
県
中
央
博
物
館
環
境
科
学

研
究
科
手
賀
沼
水
草
探
検
隊
係
問
0

4
3
・
2
6
6
・
2
4
8
1ま
た
は

直
接
持
参

申
し
込
み
締
め
切
り

各
回
実
施
日

の
2
週
間
前
必
着

※
第
1
・
4
回
は
雨
天
実
施
、
第
2

・
3
回
は
雨
天
中
止
(
雨
天
時
の
開

催
有
無
の
確
認
方
法
な
ど
は
、
参
加

者
に
事
前
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
)

主
催
手
賀
沼
水
環
境
保
全
協
議
会
、

千
葉
県
中
央
博
物
館

圃

千

葉

県
立
中
央
博
物
館
宮
0
4

3
・
2
6
5
・
3
1
1
1

ル
・
フ
ロ
ー
ラ
、
コ
l
ル
・
ア
マ
フ

ォ
ー
ク
男
声
合
唱
:
・ア
ン
サ
ン
ブ

ル
・
レ
オ
l
ネ
、
シ
ャ
ウ
テ
ィ
ン
グ

フ
オ
ツ
ク
ス
女
声
合
唱
:
・
却
叫
ん
館
、

ラ
・
メ
l
ル
、
久
寺
家
中
P
T
A
コ

ー
ラ
ス
サ
ー
ク
ル
、

吉
川
八
千
代
コ

ー
ラ
ス
独
唱

・
二
重
唱
:
・篠
川
恵

子
さ
ん
・
星
野
洋
子
さ
ん
・
池
田
文

子
さ
ん
(
ソ
プ
ラ
ノ
)
演
奏
:
・我

孫
子
市
民
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦

楽
固
有
志
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
五
重
奏
団
、

あ
ぴ
こ
コ
カ
リ
ナ
サ
ー
ク
ル
・
こ
こ

ろ
音

定
員
当
日
先
着
2
5
0
入

費
用
無
料

申
し
込
み

不
要

圃
山
下
宮
7
1
8
8
・
1
6
7
3

1園行.番号51 3園行.番号97
日時・蝿所 6月24日旧件前9時30分、水の 日時・蝿所 9月16日旧)午前9時30分、手賀の
館集合(午後2時30分湖上園で解散) 丘公園どんぐりの家集合(午後3時間地で解散)
内容水の館→鳥の博物館→湖上園(徒歩およ内寄 金山落(白井市) (徒歩およびパスで移
ぴ舶で移動) 動)

2園行.番号65 4園行.番号110

日時・蝿所 7月22日旧件前9時30分、印西 日時・蝿所 10月14日旧)午前9時30分、千葉
牧の原駅北口集合(午後2時30分同地で解散) 県立中央博物館集合(午後2時千葉県立千葉高
内容本埜村立滝野中学校→亀成川流域(徒歩等学校で解散)
およびパスで移動) 内容 中央博物館→千葉高校(徒歩で移動)

LI¥・申・高股生i之
ボラシティ?傭験を I

置き損じハtJキを募集しています

対象期間 7月下旬から10月上旬

申し込み 電話またはファクス、

Eメールのいずれかで、氏名(団

体・施設名)、電話番号を明示し、

5月31日までに市民活動支援諜剛

7185-5777 Eメールshiminkatsu

dou@city.abilくo.chiba.jpヘ。申し

込み後、情報記入シートをお送り

します。

圃市民活動支援諜O7185・1467

市では、小・中・高根生が気軽

にボランティア体験ができるよう、

ボランティアの受け入れをしてい

ただける市民活動団体や施設を募

集します。

募集後は、体験できる市民活動

団体や施設の情報をまとめた情報

紙を6月下旬までに作成し、市内

の小中学校や高校、公共施設に配

布します。

ご箇力ありがとうございました

AIRAでは、昨年11月1日から今年

1月31日の問、ユネスコ・世界寺子屋運

動への協力として「書き損じハガキユネ

スコ募金Jキャンペーンを行い、期間中
に市民の皆さんから953枚のハガキが寄

せられ、切手と斐換し、船日本ユネスコ

協会連盟に送ること力十できました。

この活動に対し、同ユネスコ協会連盟

からお礼状をいただきました。ご協力を

いただいた皆さんに感謝いたします。

固 AIRA事務局ft7183・1231

我孫子市圏際受流協会 (AIRA)では、

ユネスコ活動に協力するため書き損じハ

ガキを募集しています。

書き損じの50円ハガキは45円の募金に

なり、そのハガキ1枚がアフガニスタン

ではノート1冊とボールペン2本に、イ

ンドでは給食4回分になります。わたし

たちにもできるユネスコ活動への小さな

協力です。皆さんのご協力をお願いしま

す。回収箱は事務局に設置しています。

※書き損じハガキのあて名や住所はマジ

ックなどで塗りつぶしてお持ちください。

災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)含7185但 1743防災行政無謀放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 ζ制帽(f;eぃ
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略黒
しはタ
て 市 イ
いのト
ま後 ル
す援が
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補付
助き
聞の
語も
のの
記 叫
事.
7写市

寸書
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.2.. A 

最Jf
目 吾
は彊

持
至急
己主
省 l。

で
か
け
て
み
ま
世
ん
か

第
沼
田
我
孫
子
さ
っ
き
花
震
一
芸

.. -
日
5
月
お
日
出

-
U
日
制
9
時
5
口

時
(
幻
日
は
日
即
時
ま
で
)

所
ア
ピ

ス
タ

内
さ
っ
き
展
示
、
花
後
の

獄
志
植
え
替
え
実
技
:・
各
日
日
時

S
正
午
・
日
時
S
H時
、
ピ
デ
オ
放

映
、
さ
っ
き
何
で
も
相
談

※
「
土
と
遊
ぶ
」
親
子
さ
っ
き
植
え

替
え
教
室
:・
各
回
目
時
i
U時
(
小

学
生

i
高
校
生
と
そ
の
保
護
者
、
先

着
目
組
)

費
無
料

圃
電
話
で
我
孫
子
さ
っ
き

会
・
橘
宮
7
1
4
9
・
1
3
4
3

室
内
合
奏
団
ク
レ
メ
ン
テ
ィ
ア

第

5
回
演
奏
会

日
6
月
幻
自
国
防
時
開
演

所
け
や

き
プ
ラ
ザ
(
全
席
自
由
)

内
ア
イ

ネ
・
ク
ラ
ィ
、
ネ
・
ナ
ハ
ト
ム
ジ
1
ク

K
・
2
2
5
(モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
)
、

フ
ル
ー
ト
協
奏
曲
ト
長
調
(
ペ
ル
ゴ

レ
l
ジ
)
、
バ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
集

「
和
声
と
創
意
へ
の
試
み
」
よ
り

「四
季
』
ほ
か
出
バ
イ
オ
リ
ン
:
・

吉
岡
麻
貸
子
さ
ん
(
東
京
都
交
響
楽

団
副
首
席
奏
者
)
、
フ
ル
ー
ト
:
・湯

川
和
雄
さ
ん
(
元
東
京
都
交
響
楽
団

主
席
奏
者
)
費
4
0
0
0
円
(
当

日
券
4
5
0
0
円
)
、
小
・
中
・
高

生
1
5
0
0
円
、
身
障
介
助
者
〈
先

着
7
人
〉
2
5
0
0
円
入
場
券
販

売
場
所
す
ば
る
書
庖
、
ミ
リ
オ
ン
楽

器
、
荒
井
舎
庖

圃
室
内
合
奏
団
ク

レ
メ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会
・
山
中
宮
7

1
8
7
・
0
9
6
0

" * 第 1189号

日
・
:
日
時

所
・・・場所

平
成
研
究
会
公
開
コ
ン
サ
ー
ト

山
根
弥
生
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

日
6
月
1
日
働
口
時
加
分
開
演

所

ア
ピ
ス
タ
(
全
席
自
由
)

内
ス
ペ

イ
ン
の
フ
ォ
リ
ア
に
よ
る
ロ
の
変
奏

曲
(
バ
ッ
ハ
)
、
パ
ル
テ
ィ
l
タ
第

一
番
変
ロ
長
調
(
バ
ッ
ハ
)
ほ
か

費
1
0
0
0
円
(
小
・
中
学
生
5
0

0
円
)

圃
山
崎
宮
7
1
8
9
・
4

2
6
1
 

女
性
合
唱
団
「
道
」

第
3
回
コ
ン
サ
ー
ト

日
6
月
日
日
出
比
時
開
演

所
け
や

き
プ
ラ
ザ
(
全
席
自
由
)

内
古
き

言
の
葉
の
歌
i
万
葉
集
、
獄
絵
銭

的
歌
曲
集
、
宮
沢
賢
治

S
朗
読
と

歌
・
合
唱
ほ
か

出
指
揮
:
・
谷
篤
さ

ん
、
伴
奏
:・
相
暗
由
香
さ
ん
費
8

0
0
円

圃

梶

浦

宮
7
1
8
4
・

F
O
q
u
q
x
b
 

天
王
台
北
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
鵠
会

近
隣
ア
I
ト
展
(
作
品
展
示
会
)

日
6
月
9
日
出

-m日
制
9
時

s口

時

(
9
日
は
ロ
時
か
ら
、
日
日
は
日

時
ま
で
)

所
天
王
台
北
近
隣
セ
ン

タ
ー
費
無
料

圃
天
王
台
北
地
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
宮
7
1
8
2
・

9
9
8
8
 

新
木
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

み
ん
な
の
フ
リ
I
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
5
月
初
日
岡
山
時
加
分

S
M
時

(
雨
天
の
場
合
館
内
で
実
施
)

所

新
木
近
隣
セ
ン
タ
ー

内
フ
リ
1
マ

ー
ケ
ッ
ト
、
模
擬
庖
、
子
ど
も
と
遊

ぽ
う
コ
ー
ナ
ー
、
体
力
測
定
、
健
康

体
操
、
骨
年
齢
測
定
、
大
声
大
会
ほ

か

圃
新
木
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
宮
7
1
8
8
・
2
0
1
0

内
・・・内容

出
・:
出
席
者

・
出
演
者

種
・・・種目

穆
一周
し
て
み
ま
世
ん
か

認
知
症
の
方
の
家
族
の
つ
ど
い

日
5
月
担
日
同
日
時
却
分

1
日
時
却

分

所
保
健
セ
ン
タ
ー

内
介
護
方

法
や
日
ご
ろ
の
悩
み
な
ど
に
つ
い
て

の
情
報
交
換

対
認
知
症
の
方
を
介

護
し
て
い
る
家
族
費
無
料

圃
介

護
支
援
課
宮
7
1
8
5
・
1
1
1
2

映
画
・

ビ
デ
オ
の
作
り
方
勉
強
会

日
5
月

sロ
月
の
原
則
毎
月
第
4
日

曜
日
9
時
加
分
i
u時
加
分

所
根

戸
小
学
校
地
域
交
流
教
室

内
講
師

:・
玉
造
仁
一
さ
ん
(
元
制
日
本
映
画

テ
レ
ピ
技
術
協
会
理
事
)

対
先
着

目

入

費

5
0
0
0
円

申
・
圃
電

話
か
フ
ァ
ク
ス
で
中
川
g
m
7
1
8

マ
'
・胃ム
Q
d
Q
d

つ』

国
際
交
流

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ

日
5
月
幻
日
制
日
時
加
分
受
け
付
け

ロ
時

5
日
時

(
雨
天
中
止
)

所
ふ

れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
場

内
外
国
人
と

の
搬
肢
を
深
め
る

対
先
着
加
入

費
1
5
0
0
円
(
子
ど
も
5
0
0
円、

未
就
学
児
無
料
)

※
フ
ァ
ミ
リ
ー
割
引
あ
り
ま
す
。

申
・
圃
メ
l
ル
か
フ
ァ
ク
ス
で
5
月

お
日
必
着
で
我
孫
子
市
国
際
交
流
協

会

(
A
I
R
A
)
事
務
局
宮
7
1
8

3
・
1
2
3
1
m
7
1
8
3
・
2
0

0
5
E
メ
1
ル
5同
一

O
@中
川
号
ど
℃

第
1
回
歴
史
景
観
散
策
会

日
5
月
お
日
働
9
時
布
佐
駅
東
口
駅

前
広
場
集
合
(
雨
天
中
止
)
、
相
島

芸
術
文
化
村
で
解
散

内
布
佐
地
区

の
歴
史
と
文
化
の
息
づ
く
ま
ち
を
散

策

(
6
M
、
3
時
間
半
)

対
先
着

加

入

費

5
0
0
円
(
資
料
代
ほ

か
)
主
我
孫
子
の
景
観
を
育
て
る

会

申
・
圃
ハ
ガ
キ
で
住
所
、
器
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
一
T
2
7
0
l

対
・
:
対
象

・
定
員

費
・
・
・
費
用

1
1
4
7若
松
1
7
0
の
1
1梅
津

一
晴
宮
7
1
8
3
・
2
0
1
4
へ

若
葉
の
江
戸
城
と

周
辺
の
史
跡
を
訪
ね
る

日
・
所
5
月
初
日
制
9
時
、
我
孫
子

駅
改
札
口
内
集
合
(
雨
天
中
止
)

行
程
皇
居
(
北
の
丸
、
東
御
苑

)
4

与
匂
a-
AY

将
門
首
塚
4
岡
田
武
松
救
い
の
銀
杏

ほ

か

対

先
着
加

入

費

1
0
0
0

円
(
別
途
、
千
代
田
線
大
手
町
駅
ま

で
の
切
符
を
購
入
)

持
弁
当

申
・
圃
電
話
で
5
月
却
固
ま
で
に
江

戸
東
京
散
歩
茜
会
・
越
岡
8
7
1
8

4
・
2
0
4
7
へ

第
3
回
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
初
心
者

・

シ
ニ
ア
交
流
会

日
6
月
2
日
出
8
時
加
分
受
け
付
け

所
市
民
体
育
館
種
ダ
ブ
ル
ス
(
男

女

混

合

)

競
技
方
法
リ
ー
グ
戦

(
ラ
ン
ク
別

・
当
日
ラ
ン
ク
分
け
)

対
市
内
在
住
・
在
勤
・
連
盟
会
員
の

初
心
者
・
シ
ニ
ア
(
個
人
で
申
し
込

み
)

申
・
圃
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

町
鋭
、
性
別
、
電
話
番
号
、
所
属
ク

ラ
ブ
を
明
記
し
、

5
月
M
日
必
着
で

〒
2
7
O
I
l
l
-
4新
木
野
4
の

包
の
訂
川
喜
田
靖
彦
君
7
1
8
8
・

9
2
7
4
へ

硬
式
テ
ニ
ス
市
民
初
心
者
講
習
会

日
6
月
3
日
制

-m日
佃
・
口
日

制

-
M
日
側
、

7
月
7
日
出
9
時
5

日
時
所
市
民
体
育
館
対
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
高
校
生
以
上
の

初
心
者
印
人
(
応
募
者
名
薮
時
は
抽

選

)

費

2
0
0
0
円
(
全
5
回
)

主
我
孫
子
市
テ
ニ
ス
連
盟

申
5
月

幻
日
冊
9
時
1
9
時
加
分
市
民
体
育

館
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
前
に
て
受
け
付
け

圃
黒
田
宮
7
1
8
4
・
9
7
6
4

日
本
語
の
教
え
方
講
座

日
6
月
初
日

5
偲
年
2
月
の
水
曜
日

日
時
却
分
1
日
時
却
分

(全
包
囲
)

所
中
央
学
院
大
学

内
外
国
人
に
日

本
語
で
日
本
語
を
教
え
る
方
法
を
学

持
・・・持参

申
・:
申
し
込
み

ぶ
、
講
座
修
了
書
あ
り
講
師
:
・北

村
弘
明
さ
ん
(
聖
徳
大
学
教
授
)
、

山
口
槙
子
さ
ん
(
飛
鳥
学
院
講
師
)

対
犯
人
費
受
講
料
2
万
6
0
0
0

円
、
教
材
費
1
万
4
0
0
0
円

申

往
復
ハ
ガ
キ
か
E
メ
l
ル
で
、
住
所
、

開
制
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を

明
記
し
、

5
月
初
日
必
着
で
一
T
2
7

o
l
l
l
6
6
我
孫
子
4
の
日
の
1

市
民
プ
ラ
ザ
内
国
際
交
流
協
会
E

メ
1
ル
5
同
0

@

O

E
3

2

・
5
圃
同

交
流
協
会
宮
7
1
8
3
・
1
2
3
1

市
民
活
動
団
体
と
の
交
流

山
形
ツ
ア
ー
へ
の
お
誘
い

日
6
月
幻
日
同

i
n日
出

(
2
泊
3

日
)

所
上
山
市
、
米
沢
市

内
上

山
市
・
米
沢
市
の
市
民
活
動
団
体
と

の
龍
一
と
交
流
(
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り

あ
り
)

対
市
内
市
民
活
動
団
体
と

一
般
の
方
、
お
人

(
応
募
者
多
数
時

は
抽
選
)

費
5
万
円
(
宿
泊
代
、

パ
ス
代
ほ
か
)
主
N
P
O法
人
A

C
O
B
A

申
・
圃
フ
ァ
ク
ス
で
住

所
、
間
鋭
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
を
明
記
し、

5
月
お
日
必
着
で
桐

山
宮
町
7
1
8
5
・
1
9
9
0
へ

ぼ
し
ゅ
う

第
M
回
あ
や
め
ま
つ
り

青
空
市
出
庖
者

日
6
月
刊
日
岡
山
時
i
M時
(
荒
天

の
場
合
は
口
日
)
草
子
賀
沼
公
園

募
集
区
画
先
着

ω区
画

(
1区
画
間

口
約
3
m
)

費
3
0
0
0
円

申

.圃
出
庖
費
を
添
え
て
我
孫
子
市
商

工
会
宮
7
1
8
2
・
3
1
3
1

(
土
・
日
曜
日
を
除
く
)
へ
持
参

我
孫
子
市

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
協
会
会
員

日
毎
週
出
・
側
8
時
加
分

sm時

所
手
賀
沼
親
水
広
場

内
大
会
に
出

場
で
き
る
よ
う
指
導
(
初
心
者
歓

迎

)

費

1
0
0
0
円
(
愛
妻
)

申
・
圃
電
話
か
E
メ
1
ル
で
木
下
宮

7
1
8
4
・
8
9
9
6
E
メ
l
ル

(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)

F
Z
E
C
O@
目的ロ・
8
5
へ

視
覚
障
害
者
ガ
イ
ド
ヘ

ル
パ

I

(
登
録
型
)

内
視
覚
障
害
者
外
出
支
援
(
利
用
者

宅
な
ど
か
ら
直
行
・
直
帰
)

対
視

覚
障
害
者
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ

l
研
修
終

了
者

報
酬
時
給
8
3
0
円
(
交
通

費
別
途
支
給
)

申
・
圃
電
話
で
5

月
白
日
ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
宮

7
1
8
4
・
1
5
3
9
へ

お
し
ら
ぜ

定
例
教
育
委
員
会

日
5
月
お
日
制
日
時
却
分
予
定
(
議

案
内
容
に
よ
り
変
更
あ
り
)

所
水

道
局
4
階
会
議
室

内
5
月
2
日
以

降
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
傍

聴
さ
れ
る
方
は
開
会
予
定
時
間
前
に

傍
聴
者
名
簿
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

担
当
の
指
示
に
従
っ
て
入
室
し
て
く

だ
さ
い

圃
教
育
委
員
会
総
務
課
宮

7
1
8
5
・
1
1
1
0

我
孫
子
市
議
会
議
員

一
般
選
挙
の
期
日
等
が
決
定

日
月
初
日
任
期
満
了
に
伴
、
っ
我
孫

子
市
議
会
議
員
選
挙
の
期
日
等
が
左

記
の
通
り
決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

投
票
日
U
月
四
日
倒

立
候
補
届
け

日
日
月
日
日
倒
輯
員
定
数
お
人

開
票
の
日
・
所
日
月
四
日
側
幻
時

s、

市
民
体
育
館

※
立
候
補
予
定
者
説
明
会
は
叩
月
日

日
開
ア
ビ
ス
タ
で
開
催
予
定
。

圃
選
挙
管
理
委
員
会
・
内
線
3
4
5

年
金
無
料
相
談
会

日
5
月
却
白
川

wm時
i
M時

所
け

や
き
プ
ラ
ザ
内
我
孫
子
商
近
隣
セ
ン

タ
ー

内
年
金
の
相
談
に
年
金
相
談

セ
ン
タ
ー
相
談
員
(
社
会
保
険
労
務

士
)
が
無
料
で
応
じ
ま
す

対
先
着

目
人

申
・
圃
電
話
で
竹
本
宮
7
1

8
3
・
2
8
0
0
へ

主
・
:
主
催
・
共
催

固
・
:
問
い
合
わ
せ

命 11エコ農産物を使った

コ~~~~1様事B・11 料理講習会

もf ヘct 日時・場所 6月5日閃午前10時
から午後2問、アビスタ
内容房総祭り寿司と、季節の料

理一品

定員先着20人

参加費 500円(会員300円)
措参エプロン、三角前、ふきん、

台ふきん、筆記用具

主催 あぴこ型「地産地消J推進

協議会

申し込み ・固

7185・1481ヘ
電話で農政課2

日時 5月26日凶10暗から正午

場所 すくすく広場(天王台1の
24の4)11村第13ピル5階)
内容 リズムで遊ぽう・おもちゃ

づくり

対象 O醜から誠学前のお子さん

とその家族

参加費無料

※動きやすい服装でご参加を。

固すくすく広場ft7184・3808

選
ス

1

拍
ク
竹

H
M

ア
ク
』

合
フ
n
h
u

ト
一

ト

ト

一

ト
一

時

倒
的
川

阻
止
附
一生
側
一時
一時
一生
附
一時
一叩
…
議
滑

川
一
川
一
川
l

一川
l

一
川
一
川
一
川
一
川
一
川
一
川
一
ら

募

恥

プ

刊
一
刊
一
行
一
行
一
部
一
部
一
部
一
幻
一
剖
一
剖
一
か
応
:
民

同
防
防
防
防
防
防
防
防
防
」
崎
川
氾一川

町

一

日

一

元

一引
市
宮
川
前
ヘ

唯

一

雄

一

期

一

何

座

固

ほ

m

i
l
l
-
-十
l
l
l
T
lド
リ
占
講
・

屯
円
以

-

一

ル

一
み

嘘

一間

各

み

2
3

タ
卜
l

j

一
タ
ラ
l

j

一
し
l

j

洲

一時

込

用

8

ン

ツ
座

一川ン
メ
座
一
楽
座
1
7
一
何
員
し

5
円

|
門
川
崎
』
同
院
医
防
晴
巴

受
定
申
で
間

E
E
E
E『
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E」
可
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E『
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
d

‘z
a
F

料

一

洞

一

洞

一

洞

一

払

樹

晴一

α
一

町

一

町

一

念

止

畳

一

お

一

均

一

均

一

を

1

E
Eト
l
lー
ド
レ

t
I
L
-
-
E
l』
1
u
r
1
l
i
-
-「
l』
1
1
E
Uド
'
l』
1
1』
箆
頁
肱
悟

一
~
一
~
一
~
一
~
一
一

~
一
一
一
'
一
一

~
一
一
ニ
措

酷

一時
一的
一時
一扮
一d

一時
?
?
一
十
一一
時
一d

一時
一週
諭

」

叩
一
∞
一
∞
一
羽
一
~
一ぬ
一
~
一
~
一凶
ア
一
ぬ
一
~
一ぬ
一
費
∞

時
一
隊
一
盛
時
一
盛
時
-
盛
時
一
時
一
同
一
ト
一
隊
一
時
一
昨
一
材

町一

mw
一羽
一羽
一M
W
一羽
一M
W
一畑山
一剣山
一時
-時
一
ω一剣山
一
ω一
樹

-

-

4E
-

4
E
-

4E
-

t

，-
t

，-
t

，一4
，-
t

，-
nu
-
q

u
-

4

，-
t

，-
t

，一
i
-一
円
ノ

-
-
-
-
1
-1
-2
-2
言
u

一1
1
J
6
-
6
-
3
-k

-
A
-T
-
A
-T
-
z
d
-
1

，-
1

，-
1

，-
1

，-
1

，-n
v
-
nHu
--
，-
1

，-
司4
-
仏

L
m
H
U

-I
F
-
-
F
El
f
-
-
F
-I
F
-
-
F
El
f
-
-
F
-I
F
-
-
F
El
f
-
-
F
-
，，F
圃
同
門

ー
』
同
陀
同
ト
6
-
6
日
-
6
5
5
J
同
時
-6-
劃
胡

劃
「
J
引
」

司

J
叫
|

受
刈

玩
一

峰

一

4

4

弘
一
円

単一

3

一

5

5

0

(

l
d叶
斗

川

|

|

扮
睦

ン
座

一

ル

6

工
和

一

削

3

版
協

ソ
門

一

ク

ぬ

座

日

淡

パ
入

一

工

広

講

※

財

5500円

講座名

3500円

3500円

ワード
2003 
講座

市役所の代表電話番号ft7185-1111 市ホームページのアドレスhttp://www.city.abiko.chiba.jp包 は「あびこ楽校jの事業です。
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危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

危
険
物
取
扱
作
業
従
事
者
は
、
危

険
物
取
扱
者
保
安
講
習
を
3
年
に
1

回
、
新
た
に
取
扱
作
業
に
従
事
し
た

方
は
、
従
事
し
た
日
か
ら
1
年
以
内

に
受
講
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

日
・
対
7
月
3
日

ω午
前
:
・給
油
取

扱
所
、
午
後
:・
給
油
取
扱
所
以
外
、

1
0
0
0
人
所
野
田
文
化
セ
ン
タ

ー

再
議
料
4
7
0
0
円
(
千
葉
県

収
入
証
紙
で
)

申
・
圃
受
講
申
請

書
(
各
消
防
署
・
分
署
に
用
意
)
に

必
要
事
項
を
明
記
し
、

5
月
お
日
5

6
月
1
固
ま
で
に
消
防
本
部
予
防
課

宮
7
1
8
1
・
7
7
0
2
へ
持
参

均
年
商
業
統
計
調
査

6
月
1
日
を
基
準
日
と
し
て
経
済

産
業
省
に
よ
る
平
成
四

(
2
0
0
7
)

年
商
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
卸
売
業
、
小
売
業

を
把
握
し
て
事
業
所
の
分
布
状
況
や

販
売
活
動
の
実
態
な
ど
を
全
国
、
地

域
ご
と
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
ま
す
。

5
月
下
旬
か
ら
調
査

員
(
身
分
証
携
帯
)
が
各
事
業
所
に

伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

圃
総
務
課
・
内
線
2
2
9

献
血
に
ご
協
力
を

日
6
月
1
日
働
9
時
加
分
S
U時
記

分
、
日
時
1
日
時
却
分

所
市
役
所

1
階
ロ
ビ
1

対
体
重
・:
男
性
記
同

以
上
・
女
性
mw
均
以
上
、
年
齢
:
-
M

Sω
歳
(
伍
歳
以
上
の
方
は
、

ω
s

um歳
ま
で
に
献
血
経
験
が
あ
る
方
)

持
献
血
カ
1
ド
、
身
分
証
明
書
(
免

許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
)

圃
生

活
支
援
謀
・
内
線
3
7
7

蔵
書
点
検
に
よ
る
図
書
館
の
休
館

。
湖
北
台
分
館
・
移
動
図
書
館
・:
5

月
却
日
ω
1
6月
1
日
倒
。
布
佐

分
館
:・
6
月
5
日
ω
5
8
日

倒

。

市
民
図
書
館
(
ア
ピ
ス
タ
内
)
:・
6

月
四
日
ω
5
2
日
働

圃
市
民
図
書

館
宮
7
1
8
4
・
1
1
1
0

大
菊
苗
無
料
配
布

日
6
月
3
日
冊
目
時
S
M時

所
龍

泉
寺
境
内
(
湖
北
保
育
園
)

内
大

菊
苗
(
厚
物
・
管
物
)

対
先
着
1

5
0
人

圃
我
孫
子
菊
花
会
・
森
山

宮

7
1
8
7
・
0
8
0
0

情

vgぬ
V
③

ち
ゃ
れ

山

田

備

奈

ち
ゃ
ん

2
人
の
あ
姉
ち
ゃ
ん
巴
固
ま
れ
、

何
で
も
蛍
え
る
の
が
早
く
か
怠
り

の
イ
タ
ズ
ラ
娘
で
す
。

ベマ
る ン湧笠
事 ご太五 iJQ~: 
大つあ面旨是
括ご兄新国
ぎをち-+-
なしゃ 'p i t 

大 てん 4 京ご
く いと占 掘 ど
んるウ'雪'=ー
でよルエ o
す! と 省 や
。直フ 5 ん

市民伝言蔽

このコーナーに掲搬を希望する方
l武広報掲議依頼書(市役所広報室

に周意または我弼子市のホームペー
ジからダウンロード)に必要事項を
記入のうえ、掲誠希望日の1カ月前

までに広報室ヘ提出してください。
掲議する内容はイぺン卜名・日l貯

場所・内容・費用・問い合わせ先な
どです。詳しい内容の確認は、当事
者聞で行うようお願いします。

圃広報室t!7185・1269

‘' 
講
演
・
催
し

V
親
子
で
遊
ぼ
う

5
月
四
日
出
9

時
却
分

i
U時
却
分
。
つ
ぱ
め
共
同

保
育
園
。
親
子
で
楽
し
む
歌
、
手
あ

そ
び
、
リ
ズ
ム
遊
び
。
乳
幼
児
i
小

学
生
の
親
子
。
-
人
2
0
0
円
。
親

子
と
も
運
動
の
で
き
る
服
装
。
同
国

宮

7
1
8
7
・
5
0
0
5

V
第
引
回
我
孫
子
盆
栽
山
野
草
ク
ラ

ブ
会
員
展
示
会

5
月
四
日
出
・
初

日
側
9
時
S
M時
。
脅
木
園
植
木
鉢

セ
ン
タ
ー
。
松
相
類
、
季
節
の
花
、

盆
栽
・
山
野
草
類
、
寄
せ
棺
ぇ
。
そ

ぱ
制
・
林
容，
ee--
8
2
・
8
5
2
0

(
叩
時

S
H時
)

V
相
の
薫
公
園
フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト

5
月
初
日
制
9
時
5
日
時
(
雨
天
中

止
)
。
家
庭
に
あ
る
不
用
品
を
処
分

し
ま
せ
ん
か
。
先
着
印
組
。
参
加
費

2
0
0
0
円
。
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ン
事

務
局
宮
0
4
8
・
2
9
9
・
6
5
3

0
 よみがえれ手賀沼

固の定める手賀沼の 5以1昭下/~ 
水質環境基準 (C0 0値)

千葉県湖沼水質保全計画による
12略/t年平均目標COD値

平成19年4月、月平均COD値
7.5 略 /~採水場所:手賀沼公園沖

平成18年4月、月平均COD値
10.7 略/~採水場所:手賀沼公園沖

公共施設利用の活動let、優先的|こ

錫所ガ確保されているちのではあ

りまぜん。

V
ウ
ォ
l
キ
ン
グ
講
習
会

5
月
四

日
回
目
時
i
U時
。
道
の
駅

「し
よ

う
な
ん
」
付
近
の
緑
進
。
講
師
:・松

本
正
さ
ん
、
田
中
順
子
さ
ん
。
中
高

年
の
初
心
者
(
当
日
参
加
可
)
。
無

料
。
電
話
で
側
光
風
ガ
ー
デ
ン
宮
7

1
8
2
・
9
8
7
6

V
ふ
れ
あ
い
塾
あ
び
こ
公
開
講
座

5
月
幻
日
開
日
時

i
U時
初
分
。
ア

ピ
ス
タ
。

「
サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
l
持
情

詩
の
世
界
」
講
師
:・
宮
中
雲
子
さ
ん

(
詩
人
)
。
先
着
印
人
。

7
0
0
円。

足
助
宮
郎
7
1
8
3
・
3
6
0
3

V
此
木
三
紅
大
の
ガ
ン
ダ
彫
刻
・
絵

画
展
記
が
鉄
路
」

5
月
辺
日

ω

5
6月
3
日
冊
目
時

s
u時
。
ギ
ャ

ラ
リ
ー
蒙
。
鉄
時
を
再
利
用
し
た

生
き
物
カ
ン
ダ
小
品
彫
刻
と
新
作
油

彩
画
展
示
。
無
料
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
芙

蓉
宮
7
1
0
6
・
1
3
6
9

V
ぷ
ら
り
紀
行

5
月
お
日
制
8
時

日
分
我
孫
子
駅
北
口
郵
便
局
前
集
合
。

つ
く
ば
エ
キ
ス
ボ
セ
ン
タ
ー
、
宇
宙

|市内交通(人身)事故発生件数 |
(我孫子警察署管内・ 4月~日現在111

セ
ン
タ
ー
、
ア
サ
ヒ
ピ
l
ル
見
学
。

先
着
犯
人
。

1
0
0
0
円
(
昼
食
別
)
。

あ
ぴ
こ
雑
学
ね
っ
と
・
内
田
宮
0
8

0
・
3
0
9
6
・
0
2
6
3

V
真
向
体
操
体
験

5
月
幻
日
制
叩

時
i
U時
却
分
。
天
王
台
北
近
セ
。

文
部
科
学
省
許
可
・
制
真
向
法
協
会

認
定
講
師
に
よ
る
足
腰
、
関
節
強
化
、

笹
肉
柔
軟
、
四
動
作
を
組
み
合
わ
せ

る
健
康
法
。

8
0
0
円
。
長
谷
部
宮

0
9
0
・
8
5
6
5
・
1
2
9
0

V
第
百
回
陶
炎
チ
ャ
リ
テ
ィ
l
展

5
月
M
日
同
i
u日
冊
目
時
初
分

i

m時
。
相
・
桂
林
画
廊
。
陶
炎
会
員

加
入
の
陶
芸
作
品
を
展
示
即
売
し
、

利
益
金
の
総
額
を
N
P
O法
人
小
規

模
福
祉
作
業
所
・
ー
工
房
に
寄
付
し
ま

す
。
陶
炎
宮
7
1
8
4
・
5
4
1
7

V
パ
ソ
コ
ン
の
仕
組
み
を
知
ろ
う
!

5
月
M
日
同
日
時
日
分

s口
時
却
分
。

ア
ビ
ス
タ
。
パ
ソ
コ
ン
本
体
を
開
け

て
パ
1
ツ
機
能
を
学
ぶ
。

5
人。

1

0
0
0
円
。
パ
ソ
コ
ン
楽
し
み
隊
・

後
藤
宮
7
1
8
5
・
1
2
2
8

V
老
人
ホ
l
ム
見
学
会

5
月
お
日

働
叩
時
加
分
集
合
。
市
内
、
流
山
市

の
老
人
ホ
l
ム
思
字
、
内
容
説
明
、
食

事
試
食
。
現
在
介
護
、
老
後
の
生
活

で
お
悩
み
の
方
、
抽
選
お
人
。
無
料
。

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
介
護
相
談
セ
ン
タ
ー

宮

0
1
2
0
・
4
6
0
・
6
1
2

V
聞
こ
え
の
悪
い
人
遣
の
集
ま
り

5
月
お
日
ω四
日
時
却
分
5
日
時
却
分
。

4月の発生件数 45件
今年の発生件数(1月"') 168件
前年同期比 -41件

4月の死者数 0人
今年の死者数 0人
前年同期比 ー2人
4月の負傷者数 55人
今年の負傷者数 214人
前年同期比 ー37人

け
や
き
プ
ラ
ザ
8
階
第
一
会
議
室
。

防
犯
・
防
災
に
つ
い
て
の
講
演
。
耳

の
聞
こ
え
の
悪
い
方
と
そ
の
家
族
。

N
P
O千
葉
県
中
難
協
我
孫
子
地
区

会
・
上
野
宮
7
1
8
3
・
2
7
1
7

V

「
星
空
た
ん
け
ん
」
星
の
観
望
会

5
月
お
日
回
目
時
部
分

s
m時
加
分

(
曇
り
・
雨
天
中
止
)
。
五
本
松
運

動
公
園

(P
有
)
。
テ
ー
マ
:・
土

星
・
金
星
・
月
。
無
料
。
東
寝
星
見

隊
・
岸
野
宮
7
1
8
4
・
3
0
7
8

V
講
演
会
「
関
東
平
野
に
坂
東
武
者

誕
生
l
平
将
門
を
訪
ね
て
」

5
月

訂
日
冊
目
時
却
分
5
日
時
却
分
。
中

峠
台
7
の
1
我
孫
子
栄
光
教
会
。
講

師
:
・荒
木
勤
続
さ
ん
。
無
料
。
同
時

開
催
:・
写
真
展

「四
季
の
移
ろ
い
」
。

二
宮
古
閑
7
1
8
8
・
3
6
7
9

V
気
功
身
心
健
康
セ
ミ
ナ
ー

6
月

3
日
冊
目
時
mw
分
受
け
付
け
。
近
セ

こ
も
れ
ぴ
。
「
よ
り
快
適
に
生
活
す

る
た
め
に
」
講
師
:
・月
辰
会
整
骨
院

院
長
。
先
着
却
人
。

3
0
0
円。

ひ
じ
肺

肘
井
宮
7
1
8
3
・
6
4
5
9

V
手
打
ち
そ
ぱ
講
習
会

6
月
8
日

5
8月
M
日
の
第
2
・
4
ω
w
M時

s

vm
時
。
け
や
き
プ
ラ
ザ
内
我
孫
子
商

近
セ
。
入
門
S
中
級
を
指
導
。
初
心

者
対
象
。

1
回
2
5
0
0
円
(
材
料

費
込
み
)
。
柏
手
打
そ
ぱ
愛
好
会
・

間
島
宮
7
1
3
9
・
5
4
1
3

会
員
・
仲
間
募
集

V
社
交
ダ
ン
ス
「
S
B
S
-
N
o
z

o
m
i」
グ
ル
ー
プ
レ
ッ
ス
ン

毎

週

ω四
時

i
m時
初
分
。
我
孫
子
南

近
セ
9
階
ホ
l
ル
。
あ
る
程
度
踊
れ

る
男
性
の
方
を
2
・
3
人
募
集
し
ま

す
。
南
部
宮
7
1
8
5
・
3
4
5
0

(
幻
時
以
降
)

V
ソ
フ
ト
ヨ
ガ
会
員
毎
週
同
四
時

却
分

i
m時
却
分
。
湖
北
台
近
セ
。

体
験
可
。

月
2
5
0
0
円
。
電
話
で

ソ
フ
ト
ヨ
ガ
・
鎌
田
宮
7
1
4
9
・

3
8
3
1
(日
時
以
降
)
ま
た
は
直

接
会
場
へ

V

「食
・
農
倶
楽
部
」
会
員

参
加
で
迎
2
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

(ω
・
同
の
3
時
間
程
度
)
。
食
と

農
を
通
し
て
地
域
の
農
家
を
応
援
す

る
会
で
す
。
他
に
麦
、
そ
ば
の
栽
培

な
ど
。

月
3
0
0
円
。
食
農
倶
楽

部
・
友
利
宮
7
1
8
3
・
8
3
8
3

V
英
会
話
サ
ー
ク
ル

「た
ん
ぽ
ぽ
」

毎
週
何
日
時
i
U時
加
分
。
天
王
台

北
近
セ
。
英
会
話
初
級
、
講
師
は
ア

メ
リ
カ
人
。

月
3
5
0
0
円
。
中
野

宮

7
1
6
9
・
3
3
4
8

V
我
孫
子
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ

(
ダ
ン
ス
)
研
究
会
毎
月
第
1
・

2
・
3
側
日
時

1
日
時
却
分
。
ア
ピ

ス
タ
ま
た
は
布
佐
近
セ
。
初
歩
か
ら

シ
ョ
l
ダ
ン
ス
ま
で
楽
し
く
踊
れ
ま

す。

月
4
5
0
0
円
。
森
下
宮
0
9

0
・
3
6
9
7
・
5
8
4
9

V
我
孫
子
社
交
ダ
ン
ス
同
好
会
・
会

員
毎
週
同
四
時
1
2時
。
ア
ビ
ス

タ
。
現
役
プ
ロ
が
親
切
丁
寧
に
指
導
。

ダ
ン
ス
歴
の
あ
る
方
。

入
2
0
0
0

円、

月
3
0
0
0
円
。
(
随
時
募

集
)
辻
宮
7
1
8
2
・
6
0
0
7

V
健
康
体
操
サ
ー
ク
ル

毎
週
働
日

時
S
U時
。
根
戸
近
セ
。
中
高
年
の

み
な
さ
ん
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し

く
健
康
体
操
を
し
ま
せ
ん
か
。
入
1

0
0
0
円
、
月
3
0
0
0
円
。
(
臨

児
童
手
当
の
申
請
の
支
給
開
始
期
間
と
証
明
書
の
年
度
表
記
の
訂
正

広
報
5
月
1
日
号
2
面
の

「児
童

手
当
の
申
請
を
」
の
記
事
中
で
支
給

開
始
期
間

「6
月
分
か
ら
凶
年
5
月

分
ま
で
」
と
あ
る
の
を

「
6
月
分
か

ら
初
年
5
月
分
ま
で
」
と
、
申
請
に

必
要
な
も
の
「
四
年
度
児
童
手
当
用

所
得
証
明
書
」
と
あ
る
の
を

「四
年

度
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書
」
と
訂

正
し
お
わ
び
し
ま
す
。

圃
保
育
課
・
内
線
4
4
8

自
由

時
無
料
体
験
可
)
兼
子
宮
7
1
8

3
・
3
0
1
8

V
間
芸
サ
ー
ク
ル

「利
根
陶
房
」

毎
週
国
・
側
の
日
時

1
日
時
(
見
学

可
)
。
利
根
陶
房
(
布
佐
)
。
若
干

名。

月
5
0
0
0
円、

入
1
万
円

(
焼
成
費
は
実
費
)
。
桑
島
8
7
1

3
9
・
4
9
2
8
(
げ
時

1
2時
)

V
俳
句
の
会

「け
や
き
」
毎
月
第

2
・
4
例
目
時
加
分

i
M時
。
我
孫

子
第
一
小
学
校
。
俳
句
を
心
か
ら
楽

し
む
、
講
師
は
現
代
俳
伺
話
会
選
者
。

5
人
(
初
心
者
歓
迎
)
。
月
1
5
0

0
円
。
岡
村
宮
7
1
8
8
・
3
7
0

7 V
我
孫
子
・
男
の
井
戸
端
サ
ロ
ン
叩

年
度
参
加
者
説
明
会

5
月
お
日
開

U
時
。
市
民
プ
ラ
ザ
。
定
年
間
程

「健
康
・
体
力
・
仲
間
づ
く
り
」
。

ω歳
代
の
閉
在
。
日
比
野
宮
7
1
8

つ
臼
・
つ
-
Q
d
F
b
Q
d

不
周
回
目
情
報

H
醸
り
ま
す
"

。
無
料
で
申
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー

ブ
ル
(
花
仰
×

1
2
0
m
)
、
折

り
た
た
み
式
テ
ー
ブ
ル

(
m
m
×

必
仰
)
・
イ
ス
1
脚
付
き
:
・
渡
辺

宮

7
1
8
8
・
8
9
9
4

市
中

学
生
間
関
道
着
・
高
校
生
用
柔
道

着
:・杵
測
宮
7
1
8
4
・
1
4
3

3

申
婦
人
服
地
・
芯
地
:
・
千
葉

宮

7
1
6
5
・
6
0
1
6

H
語
っ
て
く
だ
さ
い
H

。
無
料
で
申
リ
ヤ
カ
ー
・
中
古

カ
ヌ
1
:
・一

色
宮
0
9
0
・
7
4

2
9
・
4
1
8
5

事
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
1
ト
:
・
渡
辺
宮
0
8
0
・ー

2
9
3
・
2
6
5
1

申
し
込
み

各
連
絡
先
へ
直
接
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。

※
掲
載
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
は
、
ふ
れ
あ
い
工
房
宮
7
1
8

6
・5
5
0
0
へ
(
月
曜
日
休
館
)
。

近セ=近隣センター、市セ=市民センター、布佐ステ=布佐ステーションホール、入=入会金、⑨=月会費、年=年会費f市民伝言板jの各項目は、右のとおり省略しています。
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司
平
成
時
年
度
最
優
勇
賞

「
雪
晴
れ
の
朝
」

星
野
英
吾
さ
ん

第 1189号

秋篠宮さまが4月25日、親水広場水の館で

「現在の家禽(かきん)学Jと題して講演さ

れました。

この講演会は、ちぱデステイネーションキ

ャンペーンの記念事業として、鳥の博物館で

開催した、第46固企画展「鶏民芸品展~秋篠
企パソコツを使い講演される秋篠宮さま 宮コレクションJの一環。講演は、一般参加

者・招待者・マスコミ関係者約170人を前にパソコン画面の図や写真をスクリーンに映
し、ニワ トリカモなせ.人に飼われるようになったかなどについて、ユーモアを突えながら

約1時間にわたりお話しされました。

園児ガレシゲのハチミツを擬取
利根川ゅうゅう公園で

回船戸・幅戸のハケの道巴ネイチマーイシ
環噴レシラャーがご案内します

船戸・根戸のハケ(崖線)の道を歩いて、景観を楽しみ、樹木、野草、昆虫などをウオ

ッチングします。また、根戸城祉跡など史跡も訪ねます。我弼子市環境レンジャーがご案

内します。風薫る初夏、我孫子の自然を体騒しでみませんが。

日時・集合場所 5月27日(日)、我孫子駅南口
駅前広場午前9時(正午現地解散予定) (小

雨実施) [参加無料]

コース 我弼子駅南口から、北相ふるさ公園

まで約4刷を歩きます。
定員 50人程度
措参筆記用具飲料水

※歩きやすい服装とはき慣れた靴でご参加を。

主催我孫子市環境レンジャー

申し込み・固電話で手賀沼諜・内線568ヘ

利根川ゆうゆう公園のピオ卜ープふれ

あい草地の一部にレンゲ畑を作りました。

このレンゲの種と肥料は、我諌子ロータ

リークラブさんから寄付されたものです。

5月1日には、湖北白ばら幼稚園の子

ども達と一緒にレンゲのはちみつ採取を

体験しました。

商工会口腔部の踊りが華ををえる
布佐新緑まつり|こ多くの人出

&": ~-D--'W リ -......lJl'...tl 4月29日晴れ渡る春の日に、布佐駅

東口で新緑まつりカ潤催されました。

今年はフリーマーケ、ソ 卜などが70庖

を越え、例年より多くの人で賑わいま

した。本部テント前では、金魚すくい

やスーパーポールすくいが行われ、こ

どもたちが挑戦していました。

また、今年は我頚子市商工会女性部

の皆さんによる踊りも披露され、まつ

りに華を添えていました。

企はちみつ採取をする園児

印刷叩
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四
月
の
中
旬
以
柴
崎
地
区
を
訪
爵
炉
小
花
が
象
集
ま
っ
た
も
の
に
鎮
の
突
起
が
あ
り
ま
て

れ
る
と
、
石
噂
宮
の
裏
手
の
道
路
で
、
日
が
当
る
と
聞
き
、
曇
っ
た
り
、
果
実
は
ほ
と
ん
ど
果
肉
の
な
い

沿
い
に
、
白
い
花
を
つ
け
た
シ
ロ
暗
く
な
っ
た
り
す
る
と
閉
じ
ま
す
。
震
で
、
警
と
呼
ば
れ
る
白
い

パ
ナ
タ
ン
ポ
ポ
が
あ
り
ま
し
た
。
シ
ロ
パ
ナ
タ
ン
ポ
ポ
の
花
期
は
四
毛
で
風
に
乗
り
、
散
布
さ
れ
ま
す
。

シ
ロ
パ
ナ
タ
ン
ポ
ポ
は
我
孫
子

i
五
月
で
、
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ク
ポ
ポ
見
葉
は
す
べ
て
根
元
か
ら
出
ま
す
が
、

で
は
珍
し
い
も
の
で
す
が
、
西
日
同
様
、
薬
し
な
く
て
も
単
為
生
殖
葉
の
切
れ
込
み
は
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン

本
で
は
人
家
近
く
で
普
通
に
見
ら
で
実
を
結
び
ま
す
。
ポ
ポ
ほ
ど
深
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

れ

る

タ

ン

ポ

ポ

で

す

。

舌

状

花

の

集

ま

り

を

国

為

禁

た

奪

葉

に

乳

管

が

あ

り

、

切

る

タ
ン
ポ
ポ
の
花
は
、

茎
の
頂
に
は
、
外
片
が
内
片
よ
り
短
く
、
上
部
と
白
い
乳
液
が
出
ま
す
。

•• 
短 歌

榊原敦子 選

j.森の中で記念慮影

認
剛の年少膏選

旬
開

t谷
崎

。

染
島

企午前・午後と踊りを疲露

あぴこ植物図鑑

ひえ
L
h
は
サ
ド
ル
に
尻
を
揺
す
り
つ
つ
き
つ
き
の
街
を
走
り
抜
け
ゆ
く
東
海
林
帯
和

{評
}
若
い
女
性
の
豊
か
な
甲
山
は
健
康
そ
の
も
の
。
自
転
事
乞
酔
ぎ
ゆ
く
後
姿
は
人
生
の
初
夏。

外
来
種
い
れ
て
な
る
か
と
草
土
手
に
日
本
た
ん
ぽ
ぽ
ス
ク
ラ
ム
を
組
む
渡
辺
詔
子

{評
}
国
語
よ
り
も
英
語
と
い
う
風
潮
さ
え
あ
る
今
日
、
気
管
な
き
は
亡
国
と
花
が
教
え
る
。

考

古

事

烏

に

突

か

れ

し

も

め

げ

ぬ

議

に

従

ふ

心

大

森

澄

夫

す
b
a
m
う

は

ひ
そ
や
か
に
雨
の
降
り
ゐ
て
瑞
香
の
か
を
り
も
湿
り
閤
を
這
ひ
行
く
海
老
塚
恵
美
子

カ
タ
ク
リ
の
花
は
ヲ
ル
ツ
を
舞
ひ
を
は
り
ふ
か
ぶ
か
と
ね
を
す
る
ご
と
く
あ
り
背
木
正
子

儲

か

な

る

残

る

命

を

か

ば

ひ

っ

つ

行

く

旅

に

見

る

河

津

の

桜

木

村

梅

雑

草

と

一

玄

名

な

し

と

て

次

々

に

小

花

の

税

る

春

の

庭

先

石

井

ひ

き

子

じ
ゃ
ん
け
ん
ぽ
ん
結
ん
で
聞
い
て
も
み
ぢ
の
手
し
あ
は
せ
い
っ
ぱ
い
臨
ん
で
お
伊
き
小
島
順
也

皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
締
め
切
り
は
、
毎
月
初
日
必
着
。
ハ
ガ
キ
で
1
人
1
作
巴
限
り

ま
す
。
投
稿
さ
れ
だ
作
品
は
、
選
者
巳
よ
り
添
削
す
る
掲
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
ヲ
湧
く
だ
さ
い
。

「
青
少
年

(市
歳
以
下
)
の
部
」
へ
応
募
す
る
方
は
、
必
ず
年
齢
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

応

書

先

干

2
7
o
l
-
-
9
2
市
役
所
広
報
室

(住
所
省
略
可
)

tè100 瞳~. この広報紙は 100%再生紙・大亘イ ンクを使用 しています。
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ラ年影時Eへうの星ん} 尽
ブ ン のの本のを回の鋒き
ラコ部うの古の廊纏E火て
ンお(つ活き心のふがは
コそ 18る字し臓映はに尽た
をら歳遅2がる辺主え草きと
こが以国ヲ溶べり永きー暗
ぐゆ下のけや同紅平雨瞬み
とれ)水て春言ほ 寺雫きのぬは
空 る 暗来換言の う
も 木 し で か ち 鋒す

す品 這
ゆれ る
オl る 日音
て 町壁 曾 渋松川閤Z岡

田谷面谷村上。本
ほ 野 千 多 華
ら 尻 鶴冬桂 君 進や邦

進子径子代也か男
風華 な
も 実 / '¥ 夜=ゃ l※目惜時 i智

正歳 卜苗代どきの温かい日にJ景

警二 直め声を聞いていると、 |話
で代 |うとうとと眠気に誘われ |の
く 筆 I.: -:; :::-;-::::~:;; I 
れ ~ Iる。それは、蛙に目を借 | う

ご MられるからだといってJ福
ま にの頃の時候を 「蛙の目 |手
'0 I借時Jという。春の季語J 1


